
日本列島の生い立ちをさぐる

①

まえがき

何千万年とか幾億年も前の長い大昔から日本列島が今

のようにでき上がるにはいろいろな災害の原因ともいう

べき地質現象があってそれらの総和として風光明眉な

日本の山野が現われた.古い地層や岩石のなかに過去

の秘密がかくされている.地質の研究はそれらの秘密

をさぐることでありまた有用鉱物の探査や防災にも連

なる.私はここで母なる大地の過去の姿をたどって見

ようと思う.

地図の上ではほんの一握りの日本列島でも実際に歩い

て調査すると神々広い.日本列島の生い立ちを語るの

もそう簡単ではなくまた未知の部分も決して少なく在

い.そこで筆者は自分の知識の多いところの地質を主

とし今までに発表された文献をとり上げなるべくわ

かりやすいように説明するつもりである.

日本列島のでき方についての大綱は学会のすう勢に

は大差がないが細部にわたっては多くの異論がある.

戦後急速に多くの研究が発表され昨日の成果は今日で

は必ずしも最新のものではない.それらをすべて語り

つくすことは不可能なので筆者の見解を骨枝として

未発表の資料も加えすでに発表された論文も引用して

まとめるつもりである.じゅうらいの定説とは必ずし

も一致しないカミご了解をいただきたい.

I.日本列島の地質構造の区分

目本列島の放りたちの前に地質の概要をのべる.

河合正虎

目本列島は太平洋の周囲をめぐる新生代の造山帯の一

部に当る.この造山帯はまた地震帯とか火山帯ともほ

ぼ一致している.日本列島は新生代だけでなく中生代

や古生代にも激しい火山活動や造山運動に見舞われた.

(第1図に新生代の造山帯を示す第2図に石炭紀第3図

に二畳紀の古地理を示した)

日本列島はこのようた古生代の海に堆積した地層が古

生代の終りころから盛り上り古い日本ができた.中

生代では古い日本の両側に地層カミ堆積し窪地や陸上に

は激しい火山活動によって火山の噴出物におおわれた.

大規模な造山運動によって地層は激しく波打ち地下に

は岩嬢か侵入して変成作用を与えて変成岩をつくった.

新生代でも火山活動や造山運動もあった.こうして激

しく変形をうけたり変成されたり断裂されて地質

構造は非常に複雑になった.したがって日本の地質や

地質構造は場所によってはなはだしく差異がある.そ

れで大きく区分すると第4図のようになる.

いといがわ

日本列島の大区分は糸魚川一静岡構造線によって東

北日本と西南日本とに2分される.西南日本は中央構

造線(Mediandis1ocation1ine)によって大陸側と太平

洋側とに分け大陸側を内帯太平洋側を外帯とよばれ

第2図

石炭化の古地理

(湊正雄･井尻

正=1961に

よる)
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この3つの地帯の地質の最も大きい特長は西南目本

外帯では主として堆積岩一大部分が古生層と中生層およ

び古生層から変った変成岩がはっきりと帯状に配列する

のに対して内帯では古生層とその変成岩中生代の火

山噴出物および花開岩類が広く分布して帯状配列は不明

りょうであり東北日本では新生代の地層カ法くおおっ

ているほか古い岩宥や地層は西南日本の内外両帯の中

間的な性質をもっている.

皿.西南日本の帯状構造

西南目本内帯の代表者として中国地方の地質配列と

四国のものとを比較しよう.

帯状構造は異なった地質系統が地殻変動の影響をう

けて帯状に配列したものである.西南目本内帯の地

質をみるとある時期までのものに隠れぱかなりはっ

きりと帯状構造力茎見られその構造の方向は四国の帯状

構造に調和的である.外帯には第三紀の地層まで帯状

構造が見られるカミ内帯に属する中国には古生層とその

変成相である変成岩類には帯状構造カミか在り明りょうて

ジュラ紀層や三畳紀層も帯状配列に加わっているカミ(た

だし変成相の方に含めなければならぬことカミ異質だけれ

ども)それより若い白亜紀層の分布は帯状配列に調和

していない.これはジュラ紀頃までは中国四国両地

方の地殻変動には共通するものカミあったが白亜紀から

後は互いに異なった影響を受けたことを示す.

中国地方では北から南に向って飛騨変成帯三郡変成

帯山陰支帯(脈:これを小林名誉教授は三郡変成岩類と

よぶ)中央非変成帯三郡変成山陽支帯(本山変成岩

類とされている)中間非(ないし弱)変成帯および領

家変成帯に分けられる.この南限に和泉帯があるが

場合によっては領家帯に含められることもある.これ

らの帯状構造のほかにゆるく斜交して東部には舞鶴帯

がある.近畿地方から東では三都帯は見られなくて

中間帯と中央帯の2つがあわさり丹波帯から美濃帯(ま

たは丹波美濃帯)となる.

四国では中国地方からつづく領家帯その南の和泉帯

在がとる

中央構造線によって境されて南に向って三波川帯(長瀞

帯ともよぶ.人によっては三波川帯を2分し北側を

みかぷ

三波川帯南側を御荷鉾帯とすることもある)秩父黒帯

および四万十(累)帯の順で配列している.

第四囲
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九州地方では一部の地域で帯状構造が不明りょうて多

少問題ではあるがそれぞれに対症するものを結んだ.

東北日本にも不明りょうなところがあるが一応西南

日本に対応させようと試みた三波川帯に対応するもの

はごく一部しか現われていない.

皿･古生界/灘鱗隻灘二峯蕃窩灘〕

皿､.古生界の岩石

これから先に地質時代を頻繁に使うので参考のために

地質年代と絶対年数との比較を第1｡表に示しておく.

日本列島で化石によって示される最古の地層はシノレル

系でデポ;■系と共に各地に散点していずれも断片的に

しか現われない.北上阿武隈両山地のものを除くとそ

の分布にはかなり著しい規則性をもって2本の幅の狭

い帯状に並んでいる.第5図にそれらの分布を示す.

西南目本外帯ではシルノトデボン系に伴って変成岩類

それと密接狂関係にある深成岩類結晶片岩類および中

生界カミこれらも断片的に見出される.東京大学の山

下界博士は画商目本外帯のシノレノトデボン系の規則的な

分布は非常に大きい構造帯(黒瀬川構造帯)によってで

第1表地質時代と絶対年数との比較表
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きたと考えた.シルノレｰデボン系に伴う変成岩類や他

の変成帯の原岩にはシノレル紀よりも古い岩石カミないと

は断言できないが今のところ断定する資料はない.

シルルｰデボン系の他の帯の上にならぶ産地は飛騨高

原であつてここでは飛騨変成岩類からなる飛騨帯の外

側に並び結晶片岩類や石炭系を伴っている.京都大

学の亀井節夫博士は飛騨外縁構造帯に属するとした.

目本の古生界には大部分カミニ畳系でこれに比べると石

炭系はシノレノレｰデボン系ほどではないがかなり産地が

限られている.次に帯状構造をつくるものについての

べよう.
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百万牢

(郷沢保1964地質ニュｰス123号から)

A飛騨変成帯

目本の屋根とよぱれる飛騨高原の山岳地帯には比較的

に多くの石灰岩を含む片麻岩類が知られる.この片麻

岩類は南極探検隊が持ち帰った世界最古の先カンブリア

紀の岩石に似ていてアジァ大陸の基盤をつくる先カン

ブリァ紀の岩石の一部と見たされたこともあり現在で

もシルル系よりも古いものと考える学者がある.これ

に反してシノレノレ系よりも若い古生界が花崩質深成活動に

よる熱変成作用をうけた変成岩とする見方もある.カ

リウムｰアルゴン法による絶対年数の測定の結果は1億

7千万年～2億1千万年であった.これは激しい造山

運動の時期とほぼ一致するが原岩の年数ではない.前

のものは岩石中の雲母を利用したものであるが最近角

閃石を用いて測定した結果で(190土15)(210土15)

(285±25)(325土25)(345土30)いずれも単位は百万

年の5つの値が報告された.これをそのまま信用して

も最も古いものカミデボン紀の終り頃から石炭紀の中頃と

いうことになっていったい何の時代を示すかよく判断

がつか狂い.

飛騨帯の源岩はシノレノレ系よりも古い地層が変成作用を

凡例

止柵デポン系

中下制デポン系

､ン

舟

ム6北ト
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鏑5図目本のシルル系およぴデポン系の化石雄地図

(浜因降二1964による)�
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うけだ後に古生代末狂いし三畳紀にかけて再び変成作

用をうけたとする説に対し他の説は石炭系および二畳

系を含む古生代の地層が変成したと考える.いずれに

しろ古生界またはそれよりも古い岩石が二畳紀末からの

変成作用をうけてとけ一部は片麻岩類に他は花闇閃緑

もと

岩になった.とけてできた花陶閃緑岩のうち原の位

置からあまり動かなかったものはそのまま固結したの

で片麻岩の縞模様の構造とそのまま調和した片状構造を

残しとげて流動したものは片状構造を失った.片状

構造のあるものは他の岩石を貫くことが少ないが流動

したものは他に貫入し接触変質を与える.前のものを

古期後のものは所期の花開閃緑岩とよんで区別される.

片麻岩類および新旧2つの花陶閃緑岩を含めてそれら

の分布地域を飛騨変成帯とよぶ.他の変成帯について

も同様である.飛騨帯は地表に現われた後にジュラ紀

の来馬層群や九頭竜層群(手取累層群)によっておおわ

れた.

(第2表に日本の変成岩類その他の測定された絶対年齢を示す)

遍三郡変成帯

三郡変成岩類は飛騨変成岩類が高温度の熱変成岩であ

るのに対して比較的に低温で激しい圧力をうけて変成

したいわゆる広域変成作用をうけたものである.岩石

は剥離性に富んだ結晶片岩類から狂っている.泥質の

堆積岩から変成した黒色片岩砂質岩からの砂岩片岩

塩基成の火成岩やその凝灰岩からの緑色片岩珪質岩

(チャｰト)からなった石英片岩のほかに片状石灰岩や

蛇紋岩等を伴う.外帯の三波川変成帯に比較すると緑

色片岩はあまり多くなv･.

三郡変成岩類は山口県で中部～上部三畳系の長門層群

の津布田互層灘によって明りょうに不整合(地層カ漣続

的に堆積したことを整合その聞に隆起があって堆積が

第2表測定された岩石の絶対年数の一覧表

中絶し削剥カ三行なわれたことを不整合という)におお

われるので飛騨帯の熱変成に対応した広域変成作用と

考えられるが一部にほとんど変成されない古生界を伴

うこともある.岡山県成羽町南方には三郡変成岩類を

整合におおう累荻層があってそれに含まれる石灰岩か

ら石炭紀のサンゴ紡錘虫等が見出されている.成羽

町西方の少し変成されて千枚岩質になったところの山野

層から紡錘虫のτ"伽伽8sp･ハ3"伽泌〃αsP･

〃θ08肋ω噸伽伽肋〃棚肋0zAwAγ曲2肋αs〃伽{

伽郷ゐOzAWAその他の化石カミ細られ中部二畳系で

あることが判った.山野層の下位には千枚岩があるが

これはおそらく石炭系であろう.これらのことから三

郡変成岩類の原岩は石炭系から二畳系にわたるものと考

えられる.三郡変成岩類は中国地方で2つの支帯に分

かれる.1つは山陽支帯(脈)とよばれ宇部付近か

ら東ないし北東にのび広島県の中部を通り岡山県に入

ってさらに2分する.南部支脈は成羽町南方をへて和

気の北方から姫路付近に達し北部支脈は成羽町北方か

ら姫路線にそって分布し津山の北を通って兵庫県に入

り福知山の西方および福井県小浜に至る.商都支脈は

岡山県中部から東北部支脈も兵庫県下から東では何れ

も断片的にしか現われない.他の支帯は山陰支帯(脈)

である.これは山口県小郡から北東にのびて益田や浜

きすざ

田付近をへて木次線および因美線の沿線を通って東に向

かう.山陰支帯の分布は一部の地域を除いて断片的で

あるカミ鳥取県多里および岡山県津山の北方で山陽支帯

と連絡している(第4図日本の地質構造区分図参照).

C領家変成帯

領家帯の岩石は古生界カミ花開質深成作用によって熱変

成された縞状片麻岩や雲母片岩とこれらと漸移しまた

は貫く花陶閃緑岩類とからなっている.飛騨帯の岩石
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(絶対年数1まKulp1961による)

凡例

G花開岩

Gp花禺斑岩～石英斑岩

Pペグマタイト～アプライト

Gd花開閃緑岩

Qd石英閃緑岩

D閃緑岩

Ga斑れい岩

B輝石岩

Hホルンフェルス

Ls石灰岩

Gn片麻岩

Ms雲母片岩

Myミロｰナイト

Bs黒色片岩

Qs石英片岩

S結晶片岩

Co花闇堵礫

0鉱石

A安山岩

L熔岩

下凝灰岩�
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は古生代末から三畳紀にかけて変成されたのに対して

領家帯はジュラ紀末頃から白亜紀にわたって変成された.

絶対年数の測定では花開閃緑岩カミ6千万年位から1億

6千5百万年一部のものに2億1千6百万年が算出さ

れている.したがって一部には三畳紀頃に変成された

疑いもある1

領家帯は瀬戸内海の島々とその周辺の沿岸地域に現わ

れ山口県柳井地方では比較的に幅が広いカミ池では一

般に狭い.領家帯の研究は柳井地方などが最も詳しく

行なわれている.

柳井地方の領家帯では南部(中軸に近い部分)に片状

花陶閃緑岩それを取り囲んで北側および南部の山嶺に

縞状片麻岩北部の領家帯の縁辺には雲母片岩が優勢で

ある.地表に近かった(浅かった)ところや外縁部で

は変成作用カミ不充分で中軸部や深部であったところは

変成度が高い傾向カミみられる.南端部に属する松山付

近では山嶺部にわずかながらほとんど変成しない古生層

が知られている.新潮の花開閃緑岩は深部でとけた岩

漿が移動し中軸部や周辺部をも貫いたもので片状構造

が弱いものや全く認められ溶い均質な岩石になっている.

第3表石炭系の分帯

領家変成岩の原岩は珪質岩(チャｰト)カ撮も優勢で

砂岩や粘板岩も比較的に多くまれに石灰岩も含まれる.

領家帯は北に向って漸次に変成度が弱まり中間非

(ないし弱)変成帯に漸移し原岩は中間帯の岩石と似

ているので広島大学の児島丈児教授(1953)は領家の

原岩は中間帯のものと同じものであるとのべた.

瀬戸内海から東に向って上陸した領家帯は近畿地方を

へて中部地方に達している.領家帯に似た変成岩は阿

武隈山地やその南の筑波山の付近にもある.東京大学

の都城秋穂博士は東北日本のこれらの変成岩の大部分を

阿武隈主部変成帯とよんで領家の延長と見粧した.そ

して変成度の最も高い中心軸は分布の中軸より南にずれ

て瀬戸内海にのびるであろうと推定した.第4図に

はその推定された中心軸を推定して示してある.
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皿中間非変成(ないし弱変成)帯

領家帯の北縁の雲母片岩は中間帯に入ると千枚岩質か

らほとんど変成しない古生界に移ってゆく.柳井北方

の本帯は場所によっては激しく菊断(shear)されるこ

とがあるのを特長とし小島教授によって玖珂層灘とよ

ばれた.玖珂層癖は砂岩･粘板岩の互層および

チャｰトを主体として石灰岩を挾む.石灰岩の

一部には紡錘虫の珊086肋昭2伽αsp･があるの

で中部二畳系を含むことは間違いない.筆者は

中央非変成帯で秋吉累層鮮と大目ヨ層群とを岩質に

よって区別したが玖珂層群はこの2系統が互い

に移り代るかまたは混在するものと考えている.

玖珂層灘から数年前に上部三畳系の化石が得られ

た.この介化石を含む地層はかなり千枚岩化さ

れていて古生界との境は判っていない.婁断

された地層中に上部三畳系がもみ込まれたのか

玖珂層灘中に三畳系が含まれているのか不明であ

る.もし後の場合放らぱ領家帯の原岩には三畳

系が含まれるかも知れ柾いということになる.

廻中央非変成帯

中国の背梁に当る山岳地帯には変成しない古生

界カ拡く分布している.これには2つの系統が

ある.1つは石灰岩輝緑凝灰岩およぴチャｰ

トのいずれかまたは共に優勢な地層で各地域毎

にそれぞれ異なる名前でよばれているカミ筆者は

秋吉累層群としてまとめた.おもなる分布地域

は山口県では秋吉台一於福台阿武川流域(半田

蔵目喜嘉年付近)広島県帝釈台岡山県大賀

台(川上郡)阿哲台およぴその北方等の石灰岩地

帯とそれらの周辺のチャｰトまたは輝緑凝灰岩の�
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優勢狂地帯である.他は非石灰岩質の砂岩および粘板ほとんど全部といってよいほど不整合がある.

岩を主体としたもので大関層鮮で代表される.飛騨高秋吉累層群は輝緑凝灰岩が優勢でしかもこれと癌接

原では越前層灘やその相当層が秋吉に美濃層群とそのにチャｰトや石灰岩を伴い石灰岩には浅い海の化石を

相当層が大田に対床するであろう.大田層群とその相多く含むので火山列島の近くで堆積したと考えるよう

当層の分布は広い.になった.この見方からすれば小さv'不整合は大き荘

地殻変動を示すとは限ら狂v'といえるだろう.秋吉累

秋吉累層群層群の厚さは非石灰質の大田層群に比較すると小さく

石灰岩には多数の化石が含まれているのでその研究地向斜の縁辺部あたりで堆積したと考えられる･

によって詳細な地質時代カミ判っている.最も有名在地

域の1つとして秋吉台一於福台がある.化石は古い時大田鰯郡

代の原始的在ものからだんだん進化して時代が新しく柾大岡層灘は秋吉台南方の変成しない砂岩および粘板岩

ると高等柾ものにと移ってゆく.進化の度合いによっから次る地層に与えられた名称である.同様の岩質の

で属や種の名がきめられ化石帯として地層が分けられ地層は中央非変成帯だけでなく中間帯にもあり丹波

地質時代の決定に役立てられる.古生界の区分には紡美濃帯にも広い地域を占める.中国地方では大岡相当

錘虫が有用でサンゴや腕足貝または三葉虫などが補助層をも含めて広v･意味の大田層灘の名でよぶことにする･

的な役割りをしている.第3表に日本で代表的な石炭大田層群にも薄い石灰岩チャｰトおよび輝緑凝灰岩

系第4表に二畳系の化石帯と標準の区分在らびに地質時には礫岩が挾まれている.石灰岩や礫岩から化石が

時代を示す.発見されるカミこれによると秋吉台南方から地080加

各地で知られている全部の地層は示してないので必ω螂伽卜吻伽2腕α帯の上部亜帯のγ曲5伽Cf.

要な場合は原著を見ていただきたい.鋤加ガKANMERA帝釈台からは同帝の最上部または

秋吉累層群は石炭系から二畳系にわたっているが上γ肋幽α一工物肋"伽帯の下部亜帯に当るγα肋伽

部石炭系のτ脇6地8帯カ童欠けている.これは秋吉累8〃〃ω㈱洲OzAwA等が発見されている.また下部

層群の堆積カミ上部石炭紀の終りで一時中絶し地殻の隆には石炭系の鬼丸統に当る亙肋伽吻があるともいわ

起によって陸化して地層が削られたことを示す.西南れる.

日本内帯の秋吉累層群には削剥量の大小の違いはあるが大関層群には化石が少なくて岩質にこれとv'った特

第3表二畳系の分帯(代表約なもののみ)長がないので一部の地域を

除いてまだじゅうぶん調査

研究が行荏われていない.

恐らく非常に厚いものであろ

う.飛騨高原で大田層群に

当ると思われる美濃層群の厚

さは5,500㎜をこえ多分中

部二畳系(美濃層群の相当層

から長野県青木湖畔で中部二

畳紀の地080伽幽閉肋αsp.

が採取されている)を主体と

し石炭系を含まないと推定さ

れるがなお下限が判ってい

ない.丹波地方の古生界は

8,000mをこえると推定され

ているがこれは大部分が大

田層灘であろう.

大田層群は秋吉累層灘が地

向斜の周辺の堆積物であるに

反し大部分のものは地向斜

の中軸に近いところの堆積物

(島山隆三1964より抜き出し一部追帆)�
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だろう.秋吉累層癬中には大小の不整合がよく知られ

ているにかかわらず大田層群には未だ不整合が発見さ

れていない､研究が不じゅうぶんではあるが地向斜

の中軸に近いところの堆積なので大きな不整合は元来な

かったのではなかろうか.あるいはまだ発見していな

いのかも知れない.二畳系の上部に狂ると連続性はな

いが花商岩類などの礫を含む礫岩(岡山県津山の南方の

どうどう

百々礫岩や成羽の西方の正寺層に礫岩がある)もあるの

でこれは地向斜性堆積物の末期に地盤がそろそろ動揺を

はじめたものと考えられる.美濃層灘の上半部や大岡

層群の一部には粘板岩の角礫を含む砂岩(偽礫岩)が含

まれることもこの種の地盤の動きを表明している.

大田層群の地質構造は場所によってはは校はだ複雑で

ありしぱしぱ横臥摺曲カミ行なわれている.岡山県の

阿哲台で秋吉累層群の上に整合でのっている寺内層とよ

ばれるγ肋肋α帯に相当する地層は成羽の北方や広島

県の帝釈台では石灰岩の下位にある.秋吉累層群およ

び大田層群は大規模に逆転が行なわれている可能性が強

い.柵原鉱山の鉱床の上盤に当る粘板岩にも地層がひ

っくり返ったところがある.部分的なものかまたは

大規模なものかについて今後とくに注意されねばなら

ない.

亙舞鶴帯

以上にのべた各帯の配列にゆるく斜交して舞鶴帯があ

る.舞鶴帯は変質した斑1れい岩ないし閃緑岩を主とし

変質した輝緑岩および酸性火成岩を伴ういわゆる夜久野

塩基性岩類とよばれる特色のある一種の変成岩類とぞ

抑らに伴って上部二畳系の舞鶴層灘と三畳系によって特

長づけられる.夜久野岩類は若狭湾の南岸から西南西

にのびて岡山県津山付近に達しここで交差して1つは

そのまま広島の北方に向い他は西北酉～東南東に向う.

西北西のものは広島県西城東南東のものは兵庫県竜野

付近まで知られている.京都府および兵庫県では夜久

野岩類の帯状配列はか在り明りょうでそれに伴って地

質系統もよく研究されている.これに反して中国地方

では帯状配列が明りょうでなくて夜久野塩基性岩類の

分布は一般に断片的である.

夜久野岩類の帯状配列は他の帯状構造に斜交するよう

に見えるが本当は密接な関係にあって夜久野岩類の

帯状配列の明りょうなところでは他の帯状構造は乱され

ている.夜久野岩類の存在するところは三郡変成帯と

非変成帯との境界付近であって多くの場合に三畳系や

下部白亜系の硯石層群が一方または双方で現われる.

また舞鶴層群は大困層群中の上部二畳系と同じものであ

る可能性が強い.岡山県和気北方では夜久野に伴って

舞鶴層群相当層三畳系および硯石層鮮があり岡山の

北方でも夜久野に接近して舞鶴層灘相当層と三畳系が発

見された.広島県府中の近くでも夜久野岩類の近くで

三都帯と硯石層群カミ非変成帯中に知られているがここ

では舞鶴層群と三畳系は未発見である.

夜久野岩類の最近の研究者の見解はその迷入の順序を

愛輝緑岩→変斑れい岩一変閃緑岩→変珪長岩→変化闇岩

とし一部に混成岩状を示すものもあって送入の時期

は三郡変成の頃すなわち古生代末ないし中生代初期と見

傲している.また三畳系の堆積後にそれが衝上したと

見る者もある.岩石は何れも圧砕構造が認められ激

しい地殻変動をうけている.筆者は津山東部で上部三

畳系の上にのっていることから古生界に貫入し衝上断

層の関係で三畳系と接するものと考える.

G三波川変成帯

中央構造線の南側にある結晶片岩系はかって三波川お

みかぷ

よぴ御荷鉾変成岩とよばれた.北側の変成度の高いも

のが三波川変成岩で南側の低いものが御荷鉾変成岩で

ある.変成度の違いは音には原岩の地質時代が違って

いたと考えられたこともある.現在は単に変成度の違

いにすぎないことから両者を一括して三波川(または長

とろ

瀞)変成岩類とされる.三波川帯は関東山地から九州

の東部まで分布は明りょうであるが九州西部では人に

よって見方に多少の違いがある.歩帯中には別子鉱山

をはじめとするキｰスラｰガｰまたは別子式鉱床とよば

れる銅の鉱山がある.四国地方は三波川帯主部が最も

よく研究された地域であって小島丈児教授らによって

見かけの上から下に次のように区分されている.全層

厚は5,320～11,460mである.

1上都層群

｣中部層群

吉野川層群一

!下部層群

にしいや

西祖谷層辮

おおじ上ういん

大生院層

�

みなわ

三縄層

1こ`主け

1小歩危層

'川口層

おお1まけ

大歩危層

西祖谷層群:黒色片岩を主とし緑色片岩や石英片

岩の薄層を挾む.厚さ800m.

大歩危層:ほとんど砂質片岩から狂って黒色片岩や

石英片岩を挟み上限近くに礫質片岩がある.礫の大

きさは直径が30cm位のものまであり花陶斑岩一石英

斑岩のほかに花商岩安山岩珪岩砂岩粘板岩およ

び塩基性火成岩等の礫がある.厚さ約1500m､�
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第6図三波川帯の地質断面図

川口層:黒色片岩中に数枚の厚さ数10m以下の緑色

片岩を伴いこの緑色片岩中には厚さ数C㎜～数mのス

ティルブノメレイン石英片岩がある.厚さ500～1500m.

小歩危臥川口層と整合であるが酉祖谷層群と不整

合(衝上かも知れないがすべりによる断層がない)にの

る.砂質片岩についで黒色片岩がある.数枚の緑色

片岩中にステイルブノメレイン石英片岩を伴う.厚さ

�ね�

三縄層13層に分けられる.下部は黒色片岩に数

枚の砂軍片岩緑色片岩石英片岩を挟む.主部には

厚い緑色片岩石英片岩カミあり一部に黒色片岩を伴う.

上部は黒色片岩緑色片岩石英片岩中に砂質片岩を挾

む.川口層からはじまった地向斜性海底火山活動が中

部で最も盛んになる.これは塩基性火山の噴出物が変

成に緑色片岩によって示されてv･る.白滝および別子

付近で大規模な横臥背斜(背斜構造が横たおしになったもの)

をつくる.厚さは変化カミはげしく1,420～5,900m.

大生院層;黒色片岩カミ主で緑色片岩や石英片岩を

伴う.点紋帯が著しい.厚さは600～1,100m.

四国地方の三波川帯は酉から肱川中七番大歩危の

大背斜地帯カミあり中七番背斜と大歩危背斜との間には

とみさと

津根山(當郷)向斜が存在する.これらの大背斜軸は

三脚11帝の分布方向とは多少斜交し雁行状をなしてい

る.この大構造は古くから大S字状構造として注目さ

れたものである.第6図に大歩危背斜付近第7図

に中七番背斜および富郷向斜付近を通る地質断面図を示

す.変成度の高い部分は北で南に向って変成度が低

下しまた曹長石の斑状変晶の発達する点紋帯は地層とほ

ぼ整合的で層序的には中上部を占めている.第6図

ならびに第7図に見られるように地層は北が若いとされ

る.北部の変成が高いところが地層が古いと見なされ

たこともあり故小沢儀明東京大学教授は大規模な地層

の押しかぶせ構造によって説明を試みたこともある.

小島教授は見かけの上位が上部で変成度は局部的に超

塩基性岩の貫入によって生じた現象として説明している.

四国中央部で御荷鉾線の一部とされた上八川～池川構

1二しいや

西祖谷屑

大歩危履

川口腫

三綱圃

小歩危鰯

秩父層

御楕鉾緑色塔

中央構造線

和泉砂場

別

子

恥1嚢驚1111

海面

012……←1三二一･藪'和''

目禽棚1111

科

醐三鰯匡翻械鯛

第7図佐々連一別子付近地質構造

断面図

造緑は背斜部で北側の変成岩は南側の非変成相と漸移

しているといわれる.東京大学小林貞一名誉教授は変

成度の程度と共に南側に非変成の秩父黒帯さらに四万

十帯と分布することに注目し三波川帯を地背斜の核心

とのべている.これカミ三渕11帝の変成がジュラ紀末な

いし白亜紀初期頃と断定した根拠と思われる.その後

徳島県下で大阪市立大学市川浩一郎博士らが二畳系中部

統と三畳系下部統との聞に著しい不整合を発見し坂州

不整合とよんだ.二畳系には勇断を受けた事実がある

ので二畳紀末から三畳紀の初めにかけて著しい造山運動

を認めねばなら溶く在り三波川変成岩類の生成はその

時期と考えられた.絶対年数測定の結果は再び中生代

に移りしかも白亜紀の所期を示す.ただし一部では

2億6千万年位の値もある.これらを合理的に説明す

る事実が見出されねばならない.

亙秩父黒帯

三波川帯の南限は御荷鉾構造線で境されて南側に分布

する非変成の古生界を主体とし一部に中生界を断片的

に伴う地帯が秩父帯または秩父黒帯とよばれる.歩帯

の南限は仏像線(または仏像一糸川構造線)で限られる.

岩質と地質時代等を加味してさらに北帯中帯前帯

と細分されることもある.

北帯二畳系の地層が東西性の構造線で切断され

比較的に幅の広い分布が見られる.背斜軸部に石炭系

の小分布構造線にそって二畳系上部や三畳系が小さく

挟み込まれる.南部には黒瀬川構造帯の主部をなす岩

石や地層がありその南側に盆地状の白亜系が比較的に

幅広く分布する.

中帯中帯の幅は比較的に変化するが狭い.北半

は黒瀬川帯のレンズ状岩体准片岩化した二畳系非変

成の二畳系中上部三畳系ジュラ系白亜系カ帯状に

分布しいずれも連続性が少ない.それら相互の間に

は蛇紋岩体カミある.南半の各地質系統は北半に比較し

て幅広く連続性がある.中帯は地層のくり返しが著し

瘧�

前帯分布が比較的に単調で二畳系中部の間にジュ�
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ラ系上部三畳系の小地塊がはさみ込まれてその南限

は仏像線(または糸川一仏像線)で限られる.

黒瀬川構造帯の岩石秩父黒帯の北帯の南部と

中帯の北半とにシルノレ系の横倉山層に伴って寺野変成岩

および三滝火成岩類とよばれるいずれも小岩体があり

蛇紋岩が諸所に貫入している.寺野変成岩類には角閃

岩や雲母片岩カミあり三滝火成岩類は不均質で圧砕され

た花陶閃緑岩優白質花開岩斑れい岩等からなってい

る.シノレル系を除けば恐らく二畳紀末ないし三畳紀初

期またはそれ以前の花闇岩質深成作用によって変成さ

れたものであろう.

亙四万十帯と和泉帯

両帯については中生界でのべるのが至当であるが帯

状構造の主要な要素なので簡単にのべておく.

四万十帯はジュラ系の鳥巣層群相当層から古第三系ま

で一連の整合関係にある累層群からなる地向斜性堆積物

である.和泉帯は白亜系最上部の和泉層群が領家帯を

不整合におおって向斜構造をつくり中央構造線で断た

れて南側の三波川帯と接している.和歌山県の西部で

は三波川帯をはさんで南側に外和泉層灘があって対象的

な分布もしている.和泉層群は一種の地向斜性堆積物

であるが南側に三波川帯の分布があるにかかわらず内

海性堆積物でなく公海性であることは興味深い.

]V.古生代の地史の概要と古生代末頃の大

変動(飛騨変動)

第2図にみられるように古い大陸の東側では4億数千

万年位の昔から海であった.西側の古い大陸(アンガ

デ大陸)をつくる岩石は先カンブリア紀カンブリア紀

の地層やその変成岩からなっていた.日本列島から化

石によって決定できる最古の地層はシルル紀のものなの

でそれより以前は陸地だった可能性が大きい.そうす

るとシベリア中国朝鮮等と一つづきのアンガラ大陸

の一部だったと思われる.第2表に見られるように最

近の絶対年数の測定から飛騨高原の古川町の近くの上広

瀬礫岩層の花商岩礫は5億9千6百万年と3億9千5

百万年という値がえられている.いずれも誤差が5～

6千万年もあるがそれにしても古いものは先カンブリ

ア紀租いしカンブリア紀中頃であとのものでもオｰル

ドビス紀の後半からデボン紀のものといえる.古い礫

はアンガラ大陸の一部に相違ない.新しいものもそう

であろう.そして日本列島の古生代末頃や中生代末期

の深成活動から考えると古生代で世界的た大地殻変動の

カレドニヤ造山運動(Ca1edonianorogenesis)の一部

が日本列島の近くで起こっていたことカミ判る.これは

3億9千万年位前の花開岩の礫できめられる事実である.

アンガラ大陸の東側には今のところシルノレ紀頃から海

ができはじめたという外はたい.4億2･3千万年の

昔から海溝ができはじめた.それから徐々に海溝は沈

下していった.

海溝には海底火山も噴出した.地向斜の発展に伴い

塩基性火山活動が起こったが時代の変せんにつれて火

山の中心は移動している.陸地から供給された物質は

礫砂および粘土として積もって行った.その沈下は

時には早くあるいはゆっくりであった.陸地からの

物質は海溝の沈下を埋めて積もり海溝自体は深く地

殻の中に食い込んで行ったが表面はあまり変らなかっ

たであろう.こうして今から2億2･3千万年昔には

何時の間にか海溝の中軸部の地層の厚さは2万～3万m

位に桓っていた.これが秩父(または本州)地向斜と

1よばれるものである.秩父地向斜のできている途中に

は世界的に有名なバリスカン(Variscan)造山運動の種

々の段階の変動によって聞渇的に地盤が上昇したこと

もあって地層の堆積カ沖絶し陸化したところは雨水

に洗われて一部の地層は崩壊して流された.この不

整合と他方では急激な物質の移動と堆積とを示す顕著

な礫岩(ことによると粗粒な砂岩)等が地殻での変異を

物語る.

最も古いと信ぜられている顕著た礫岩は飛騨高原の清

見村にある一ツ梨含礫片岩である.岩石はすでに結晶

片岩化しているがシノレル系またはデボン系の林ノ平層と

一つづきと思われる.礫岩の中の礫には圧砕された石

英斑岩や花開岩を含み礫の大きいものは直径が1mに

達するものもある.一ツ梨含礫片岩に接近する麦島片

麻岩(ないし花闇閃緑岩)の原岩は秩父地向斜の基盤

で飛騨変成岩類はこのようなものをも含むのではたい

かと考え東京教育大学の藤本治義名誉教授は飛騨変

成岩類の原岩は先シルノレ紀であろうと見なされている.

北上山地ではシルノレ系中に礫質岩が知られるが礫岩で

はないと考える学者もいる.ところがデボン系の基底

部には薄いけれども夏山礫岩とよばれるものが存在し

珪質岩および塩基性岩の礫が含まれる.北上山地の石

炭系の前には先目頃市統の大きい不整合が知られてい

る.下限に厚さ10m位の礫岩があって石炭系の日頃市

統が傾斜不整合の関係で基盤をおおうものである.

石炭系のうちには北上山地で鬼丸統の下底に傾斜不整

合がありこれを先鬼丸統の不整合とよばれる.ほぼ

同じ時期に飛騨高原にはさきにのべた上広瀬襟岩がある.

この礫岩は花陶岩粉岩一輝緑岩輝緑凝灰岩石灰岩�
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珪質岩粘板岩等の礫を含み上広瀬礫岩層はその堆積

の場の近くの山地から運ばれたことには聞違いないカミ

原の位置が飛騨高原であったかどうか問題がある.礫

の大きさは直径が1mをこえるものもあって花商岩礫

には片状構造をもつものともたないものとがある.

いずれにしろ絶対年数の測定が真実ならば上広瀬礫岩

の礫はカンブリア紀のはじめからデボン紀末頃までに

2回の深成活動が日本列島の近くであったことを示す.

ただしこの礫には2億5千万年のものカ主あり地層自体

が2億8千万年以前の石炭系なのでこれが大問題であ

る.地層の擾乱に際して新しい地層の礫がもみ込まれ

ているとでも考えるほかはない.

北上山地の石炭系長岩統の下底の不整合は大きいもの

で先長岩統の不整合とよばれる.中国山地などの秋

吉石灰岩には不整合が知られてv'恋い.ところが石炭

紀の末から二畳紀の初めの変動は全国内柾ものであった.

北上山地で北海道大学の湊正雄教授の先坂本択統の不整

合は第3および第4表に見られるように石炭系の肋s%一

価2"α肋8"加αおよびτ榊6伽sの3化石帯が削剥

されつくしている.秋吉台では肋∫〃加αおよび

〃倣6伽S雨帯を部分的にはさらに他の化石帯まで欠

除される.ところカミ化石帯がよく判っているのは石灰

岩が豊當なところに限られ大田層群のよう柾地層は研

究が不じゅうぶんである.この不じゅうぶんなところ

は不整合力泌ずしもはっきりしていない.不じ事うぶ

んだからはっきりし狂いのかも判らないカミ石灰岩地帯

は秩父地向斜の縁辺部である可能性があり石灰岩の少

たいところは中軸部と思われるので石灰岩地帯だけで

なく中軸部の不整合の存否もはっきりとさせる必要カミあ

る.すなわち石灰岩地帯に見られる地殻変動が中軸部

をどのようにゆり動かしたか明りようにされねばなら

ない.このように石灰岩の顕著な地層は陸地の近く

で堆積され厚さが一般に薄いので地向斜g中軸部で

はなく周辺部だったであろう.

地向斜の中軸部に当るところは砂岩や粘板岩ことに

よると厚い輝緑岩や輝緑凝灰岩を含んで薄い石灰岩を伴

う厚い地層灘が堆積した.中国地方の大田層群のよう

なものである.

二畳紀の石灰岩中には諸所に不整合カミ知られている.

秋吉台にはγα肋伽s柳α伽α㈱ゐ亜帯の下にあるし帝

釈台ではル080伽螂伽α伽砿｡刎1ψ他およびγα鋤刎

8"7ω㈱ゐ両亜帯の下に知られている.北上山地で

は片倉層の下に不整合がある.

拍そうだ1こ

飛騨高原には大谷礫岩尾添谷礫岩村上礫岩および

畠わんど

沢渡礫岩が知られている.そのうちの大谷および村上

礫岩はかつてシノレノレ系かまたはそれより古いと考えられ

たこともある.大谷および屋添谷礫岩は月･7肋s〃脇α

帯の始まりを示すものでいずれも不整合がまたは背後

の陸地に地殻変動が起こったことを意味するであろう.

村上礫岩は凝灰角礫崇の一部であって礫岩ではない･

秩父地陶斜の中軸部の厚さは不明であるが非常に厚

かった.飛騨高原で美濃層群はたぶん二畳系でその厚

さは5,500mをこえ丹波帯の古生界は8,000mをこえ

ると算出されることは前にものべた.また小島教授が

算出された三波川帯の地層の最大の厚さは約11,500mで

ある.秩父地向斜に堆積し地層の厚さの正確な値は判

らないカミ大きく見積もっても2～3万mと推測して大

差はあるまい.地向斜の周辺や地向斜内にできた海底

火山の近くの浅海には輝緑凝灰岩チャｰトおよび石灰

岩が堆積した.石灰岩の堆積したところにはサンゴ

紡錘虫腕足貝などが多数に棲息していた.

藤本名誉教授らの研究によると北陸の青梅では肋他･

ル5泌伽および1V;㈱0切α幽ケ伽両帯の厚さはただの

50～200m美濃の赤坂では100～150mにすぎない.

美濃の舟休山の近くには石灰岩の中に石炭が含まれてい

るが関東山地の秩父盆地にも炭層がある.炭層は深

海でできるはずが柾く両地域のものは共に浅い海に陸

地から植物が流れ込んだものである.

二畳系では石灰岩地帯でないところの地質も一部の地

域ではか放りよく研究されている.地向斜の縁辺の石

灰岩中の不整合に対応して非石灰岩相の二畳系にも地向

斜末期の冬眠からの目覚めに似たざわめきが目立ってく

るが大田相当層には未だ不整合は発見されていない.

坂口重雄博士によると丹波南部にはハ鰍伽0肋昭2伽α

帯から上部二畳系までの一連の地層が分布しその聞に

間隙は認められてい狂い.

二畳紀の中期頃から北上山地では薄衣礫岩とよばれる

花開岩礫を含む厚い礫岩の堆積が見られる.2億4･

5千万年位前からのことである.西南日本の外帯や内

やすぱ

帯にも二畳紀後半には諸所に休場式礫岩とよばれる花筒

礫を含む連続性に乏しい堆積物が現われる.地層中に

は不整合はないのにこのような特殊放礫岩の堆積は背後

の山地に隆起を伴った異変カミ起こったことを現わすもの

であろう.中国地方でも大田層群中や大田相当層にも

諸所に見出される.岡山県成羽の西方の正寺層中の礫

どうとう

岩には花開岩や石灰岩の礫が含まれ津山の南方の百々

礫岩には石灰岩の礫が著しい.

秋田大学の加納博博士は各地の古生代および中生代の�
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地層中の礫岩の火成岩や変成岩の礫を研究しこれらの

礫は北方または西方から供給されることを明らかとし

北上では氷上型花闇岩飛騨高原では飛騨帯からと見な

した.しかし二畳系の地7ψ8〃伽α帯より古い地層

に含まれる花闇岩礫は出所を明らかにできなかった.

加納博士は舞鶴帯の上部二畳系中の礫岩を京都大学の中

沢圭二教授らと研究した結果変成岩の礫は夜久野塩基

性岩類およびこれに伴う河守変成岩に相当するものと結

論し北方に夜久野および河守に相当する岩類が露出し

ていたと推定した.花商岩の礫は北方からもたらされ

たと考えたがその原岩は断定をさけている.

中沢教授らは長い間舞鶴帯の中古生界の研究を精力的

にっづけた.彼とその協力者達の成果は大きい.そ

れによると上部二畳系の舞鶴層群の礫岩の含まれる石灰

岩礫には二畳紀中期のル056伽昭2伽α帯の化石やそれ

く.

以前の紡錘虫が認められる.舞鶴層群の一部である公

じ』=う

庄層はかつて三畳系と考えられたが三畳紀型の分化石

ルσoク加伽Ko6ψω脇KAMBE等と共に古生代型の

･S6加""吻θ"αcf.伽加グ(FREcH)その他の化石が混在

し二枚分化石で特長づけられる地層である.二畳系

から三畳系に漸移する地層かも知れない.また公庄層

中には同時侵蝕を示す不整合(?)も知られている.

中沢教授らは秩父地向斜は二畳紀から解体分化されは

じめ二畳紀後期には舞鶴付近では内海化し岩相の解

析から二畳紀および三畳紀の中古期を通じて北方に隆起

した陸地の存在を推定し三畳紀初期から中期に湾入し

た海洋性の堆積が行在われたとのべた.三畳系の下限

の不整合で示される地殻変動が主要たもので諸所で見

られる三畳系中での不整合は単に後造山性の運動にすぎ
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狂いことを強調している.

薄衣ないし休場式礫岩を堆積させた環境は地殻の深

部に徐々に岩漿が侵入しさらにその中軸部は隆起をは

じめていた表現であろう､DeSitterは地向斜から岩

漿の侵入をへて造山運動が行なわれる順序を第8図のと

おりに説明した.

岩漿の侵入は徐々に始まり急速にクライマックスに達

した.この中軸部が地背斜である.地背斜の深部で

は高温のために地層はとけて流動性を帯びるに至った.

それが地表に押し上げられたところが今の飛騨帯であろ

う.とけて流動したものが船津花開閃緑岩まだ移動

よ帥もと

しなかったか余り動か衣かったものが下本花陶閃緑岩

じ帖うぶんにとけ切れなかった部分が片麻岩類である･

飛騨帯が地表に露出したのは古生代末ないし三畳紀初

期頃と考えられるが加納博士の礫の研究によれば部

分的には中上部二畳系の堆積中である可能性もある.

飛騨変成帯の南側には三都帯の広域変成岩が中国地方に

広く現われ飛騨高原では一部を除き丹波地方にも現

われなv'.中国では地表に押し上げられたカミ池では

深部にかくされているのであろう.結最片岩類は巨大

な圧力をうけてでき上ったもので都城博士によると三

波川帯は地下30kmも深いところに押し込まれただろう

とのべた.三都帯もこの様にして飛騨帯の圧力で地下

の深部にまくれ込まれて変成し後に再び地表まで押し

上げられたに違いない.そして押し上げと同時に地表

では削剥が進んで変成しない部分カミこわされ洗い流され

て深部にあったものが露出し中国地方では三畳紀の中

頃の長門の三畳系によっておおわれた.舞鶴帯では上

部二畳系を下部三畳系が直接に不整合におおっているの

でこの付近では三都帯の露出はなかったであろう.

西
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第9図小林名与教授による三畳紀における日本の櫛造瀦逮を示す模式図

第8図おも粗造山運動における進行の経過(DeSitterによる)�
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小林名誉教授は秋吉造山運動.(古生代末ないし中生代

初期)の経過を第9図をもって説明された.最近の資

料を加えて自身の秋吉造山運動を修正されたがそれに

よると二畳紀一デボン紀中に榴曲運動秋吉地背斜内

あ缶う

帯中央線のめばえを認め二畳紀中葉に飛騨帯への天生

花商岩と下ノ本化闇岩とによって示される迷入とそれ

に並行して山陰および北.陸の両地背斜の分裂を生じ二

卅

呵�

�

畳一三畳紀に船津花庸岩の貫入に伴って内帯中央線が生

成したとのべている.小林名誉教授は飛騨片麻岩類の

原岩は秩父地向斜の基盤岩類ではなく先秋吉の古生界

であり飛騨および三郡両変成両帯は先秋吉摺曲山脈の

中軸帯で東部では三都帯が狭いが中国西部では広く

なり九州では飛騨帯に当るものは肥後片麻岩類と見な

した.古生代末ないし三畳紀初期または三畳系の下底

轟

背

斜NW

＼Tu

､….T“

第10図

秩父地■向斜から

飛騨地背斜にい

たる模式図
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小沢儀明の解釈秋吉石灰岩は周囲の非

石灰相の古生層と共に横臥橘曲し南か

ら北に向って押し被せたC1_g石炭

系の下･中および上部P1-g二畳系の

下中および上部

小林真一の解釈秋吉看灰岩は原地性の

堆積物の上に北から移動してきたクリッ

ペであるCm･Cu石炭系の中･上都

P1･Pmは二畳系の下および中部

鳥1⊥1隆三の解釈秋吉石灰岩の南半分は

原地性の堆積物で王位北半分は南から

北に向って横臥榴胸した下翼が再び南に

向って衝上した

ABは古生代末一一三畳紀初期の変動

のみとしたのに反しCではさらに中生

代の変動をも併せて考えたCm石炭

系中部P1･Pm･Pu二畳系下･市およ

び上部

村田正文の解釈南から北に向った衛士

で鱗片構造がつくられる秋吉石灰岩

も葬石灰質古生層もほぼ同じ構造をする

古生薗は後に美禰層癖にも衝上する

古生屈の堆積後から禰幽し最も大きく

醜いたのは白亜紀ギリャｰ〉世以後粉

岩･石英斑岩等火成岩類の貫入前である

Cl･…PH化肩帯の連続を示す�



一21一

の不整合によって示されるといわれる地殻変動は地質学

的には短期間に行なわれると説明される.それはこ

れらの諸現象は整合た地層のうちに挟み込ませる余地が

ないためで不整合という堆積の間隙にさし込むことに

よって合理的な説明が可能となる.しかし注意しなけ

ればならぬことはでき上がりは一瞬でも長い準備期間と

ある種の道程をたどっている.不整合はその不整合の

ある場所とか接近した位置においてこそ地殻変動の最

盛期を示すけれども広い範囲にわたった造山運動全体

の反映ではないはずである.

筆者は以上のべたことを含めて第10図に日本列島の初

期の姿を模式化した.距離の割に高さや深さが強調さ

れている.また秩父地向斜からの発達を示すために飛

騨背斜を少し南東にずらせたが本当のものはもっと北

酉に片寄ったものだろう､飛騨地背斜の隆起でできた

南限は恐らく余り急傾斜でない逆断層であり現在の広

い意味での飛騨外縁構造帯であり小林名誉教授の内帯

中央線(Mediam1ineofI㎜erZone)に相当するもの

と考えられる.

有名な小沢儀明先生によって秋吉台の押し被せ構造が

発見されこれは古生代末から三畳紀初めにかけて作ら

れたと考えられた.小林名誉教授は転移の方向を北か

らとして解釈しこの変動を秋吉造山運動とよんだ.

九州大学の鳥山隆三教授は紡錘虫化石の再検討から地質

断面図を作って2回の大造山運動の存在を指摘された.

その後東北大学の村田正文博士は石灰岩の中にも多数の

小さい衝上を認め変動は大きいものは白亜紀の硯石層

群より後であるカミ地質構造は古生代末から引っづいて

段階的にでき上ったとのべた.第11図に各研究者の地

質断面図を比較する.これらの諸断面図はでき上りは

非常に違うけれどもだんだんに新事実が読み取られて

いることに気付く.ここに表現された地殻変動は実は

小林名誉教授が佐川造山とよばれた白亜紀中頃の大造山

運動でできたものである.古生代末から三畳紀初めに

かけての大変動は規模は中生代のものよりもさらに大

きかったであろうがその後の大きな変動によって地表

近くの現象はほとんど消し去られてしまったけれども

地殻深部でできた飛騨変成帯と三郡変成帯とは古い時

代の大変動を歴然と示している.東北大学の半沢正四

郎名誉教授は｢造山帯では摺曲によって広い範囲に堆積

した地層が一カ所に集まるのである.たとえばアルプ

ス山脈の幅は約150kmであるが石炭紀におけるアノレ

プス地向斜の幅は650kmだったという人がある.一

般には200～1000kmの範囲で酒曲が行なわれたといわ

れる｣とのべた.したがって日本でも今あるがまま

の位瞳で変動を考えては真実はっかめ住いだろう.

秋吉造山運動の名は適当ではないのでここでは飛騨

変動とよぶことにする.東京大学の山中昇博士の本州

造山に相当する.日本列島のでき上りは白亜紀中頃の

領家造山運動と飛騨から領家に至る経過をのべなくては

真の目的は達せられたい.

(筆者は地質部)

お毛なる文献

(注)文献がきわめて多数なのでとくに重要なものに限り
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南に支社を新設し調査局からも資源班と

いう部署に調査員が派遣されることになっ

た.班長は水成鉱床班のOさん採鉱班

のN君測量班のS君それに私も主任な

どというオヤッみたいなものを戴いて支社

転勤を命ぜられたのである.それは6月

初めであった.Oさんは発令後間もな

く兵隊にとられて出征されたが彼は予備少

尉だったので普通の兵隊さんよりはまだ

よかった.私は前にも奮いたように大

河清炭田の調査以後半年近くもなるのに眼

病カ主全度という域まで達しておらず辞令

は受けたが出発はしばらく猶予してもら

った.班長のOさんが屠られなければ

地下資源関係の責任は私が負わなければな

らないのでH審査役に仕事の内容などに

ついておたずねした.Hさんは“軍の意

向として済南の恵山に大規模の坑道を掘っ

て空爆に備えるというのだ"続けて“君は

済南をよく知っているから適任と思って"

と付け加えられた.私は済南史杜転勤を

歓迎しなかったし坑道を掘るのだったら

採鉱のN君が先に行っていることだし私

がそう急いで行く必要もない.ほとんど

全快に近い眼病を徹底的に治してから赴任

することにした.

Hさノしがいわれるように私は済南につい

ては局内の誰よりもくわしいだろう.こ

の街は私が内地から初めて大陸にわたり

津藩線渦線の輩宝炭鉱の接収管理員として

在職していた3年間の憩の地であり内地

に残して来た妻を呼び寄せ2ヵ月に1週

間か10日の僅かな日数ではあったが新妻

と共に楽しく暮しまた遊び回った街であ

口長男が出生して初めて人の子の父とた

った土地でもあった.大陸の街で済南は

北京より一増悪い出の深い街であった独

り身の頃は山から出て一番にかけつけた

のが街の支那風呂でありこの異国的な情

緒にひたるのは若い山男には言い難い楽

しみと安楽な息があった.妻が来てから

は城内の湖沼に船遊びぽ行くのが楽しみで

あった.済南グ)衛は城内と城外に溺れ

城内は純然愁る支郷鮒でちょりと無気味

匁感じがせぬでもなかったが曳郷儘来

の書頭骨とうをあ慈別こはもってこいの

街で珍しいものが多かっ定､城外は遼

代的な衛で員本人の商杖は総て城外にあ

りた,

城内¢)湖沼ぽはい2ダ所に島があって

島の上はお熱とも碗慮をも見別けのつか

匁いものがあり警頭骨董の類を売ってい

た大陸生活第根い接収員仰i柳)先輩か

ら偽物ばか1)だか1もそのつもりで買うよ

うにと注意嵩れたが秘などぽ真偽籔椴が

わかるう筈も匁く船夢沖てど一ルを飲ん

では平淡を借脈島は､1二二1)挨拶がわ1〕

に気に入･=〕た¢沌資い求寂ジζ煽った1)した

このように私にとっては思い出深い街で

あるので私は家族と一緒に赴任しようと

思っていたのであるが隣のN君は“も

う戦争もどう恋るかわからたい.北京に

居たら11万人の日本人もおり北支派遣軍

のお膝元だから命ぐらいは助かろう僕

等は単身であればまた何とかなるかも免

れない"と言う.私も同感なものがあり

家族は北京に残すことにした.幸次ごと

にN君と私は同一の院子(中庭を囲んで

家が城壁のように廻って建てられた一族の

保護をねらった支那の建築用式)の社宅に

居たので家族のものもなにかと心丈夫で

あろうとも思った.

私が重い腰を上げて済南に向ので出発し

たのは8月の7･8日頃であった.この

旅こそわらべ唄にある“行きはよいよい

帰りカミこわい"であった.北京を朝8時

頃たつと済南には夕方の6時頃着いたの

で約10時間の行程であるのに帰りには

5日間を要したことからみても帰りの汽

車が如何に遅遅として進行しなかったかが

わかるであろう.赴任した済南の街は旧

知の街であり当時の友人もまだ2･3名

は居た.しかし転居にともなう領事館関

係の手続きに3日程も費やし“やれやれ"

これで落ちついて仕事でも始めようかと思

っているうちに8月15目はきだ.

昼近くなると“日本は負けたらしい"と

いう囎さが社内に広がりいよいよ天皇の

ラジオ放送を迎えたのであるが雑音が多

くて何と言っていられるのか全然わからな

かった.しかし日本カミ負けたことだけ

は判断された.支社長は本社の交通部の

審査役だった人と言己慮するが子供の様に

ぼろぽろ涙を流し生きて日本の土は踏ま

狂いという意味のことを言っていた.ま

た資源班の諸資料は焼却し北京に家族

を残している者は至急に北京に帰れという

命令も出した.

済南の街はやや騒然となった.領事館

の使詞人である中国人が醤官を紐辱した

をかで典欝富が帯鋼を敬いて即座1にきり殺

した匁どタに愛もあり余談では通りを歩

いていると洋築(人力率)硬埣爽が寄り滑

って嚢ではうる念く薙車をせがんでいたの

がこおらから頼んでも築妓てくれずど

こへ行くにも抄く憾かばなかった,

慧鴛は内地に家族登帰してい淀ので北

二京紀づ請る泌…姜薯はなカ･ったグ)であるが禾らと

飛鷲が北刺ζ婦狙沌みて友人の多い北京

に帰りたいというダ)で蓬人は済南の津藩駅

に行った(済敵峨は不便にも灘蒲線の駅

お鰹済線夢1漱が別冷に離れていた).駅

は済繭逗)部隊に習燦慈れていた環地召集の

兵隊が灘除にな1〕丸燃で軍服を着た地方

人がいっぱい締めかけ雑然としていた.

汽車ダ沖は計欄をj帥越し屋根の上にも

三々五々登っている.危険だ柾あ!と

思いながらも私共3人も屋根の上に登っ

た.汽車の屋根の上に登ったのはこれが

初めてのことであるが案外安定しており

第一涼しさが違う.それでも昼間は直射

目光でかなり熱かったが夜になると納涼

列車みたいだった.

汽車は1時間ばかり走ったかと思うと

1時間も2時間も止って動かない.次の

駅との間のレｰルがこわされているのでそ

の補修を待つ.また1時間も走ったかと

思うとレｰルの補修といった具合で遅遅と

して進まない.ある夜はとうとう列車

に向って発砲してくる始末で列車の中に

は軍服を着た兵隊らしい姿の連中は1000人

にも達する大勢がいたがゴボ剣さえ捲た

ぬ丸腰の兵隊ではなんとも手の出しよう

もない.華北交通の警乗員の方々の努力

で無事に列車は進発したが一時はどうな

ることかと心配した.

召集解除の兵隊達は久方ぶりに家族に違

えるうれしさで途中での食料などを考える

余裕もなく汽車に乗込んだものとみえ物

売が居たりすると買っていたがある駅に

汽車が立往生していた時などは野犬狩を

して1頭を得て帰り列車がいつ出発する

かわからないので駅のホｰムに板ぎれや

枕木の古いもの放とを集めて犬を焼き“う

まいぞ"荏どといっては食べていた.

徳県と槍県の間が以前から治安の悪い

ところであった､この度もこの間の鉄道

破壊が著しく列車はとある小駅で立往生

してしまった､半目程待ってやっと瘡県

から応援の装甲車が来てくれたが列車は

まだ通れないと言うし装甲車は捻県に引

き返すという.装甲車の隊長が20名ぐら

いはこの車に乗れると言うので“それ!''

というわけで装甲軍に乗り換えた.汽車

の旅でこれ程難儀な思いをしたのは初めて

であり終わりであった.

北劇こ着いてみると出発の時と少しも変

わらぬ平静さであり日本人にも中国人に

も済南のよう匁変わりようは見られなかっ

た.さすがに北京の人々は数々の動乱の

洗礼を受けてある時は財を失いまたあ

る時は親族知友の死を目のあたりに見て幾

世紀をも過ごして来た血を受けついでいる

ためだろうか日本軍が負けたからといっ

てそれがどうした英次にはまたどこ

かの支配者共が我等の頭上に覆いかぶさっ

てくるであろう.我は知らず我は自己

のみを頼りまた信じて生きて行くのだと

でも思っているのであろう.平然と扇を

手に悠悠せまらぬ婆で歩いていく.北京

は大都会であり北京人は大人の風格をも

っている.私はしみじみとそう思った.

(おわり)�


